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一
及
び
二
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
に
基
づ
き
、
短
期
借
入
金
を
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
個
別
法
に
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
が
あ
ら
か
じ
め
主
務
省
の
独
立
行
政
法

人
評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
認
可
を
行
う
等
の
手
続
を
経
て
、
長
期
借
入
金
又
は
債
券
発
行
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
に
つ
い
て
は
政
府
が
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
政
府
保
証
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
国
の
リ
ス
ク
」
と
同
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ

以
外
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
債
務
の
確
実
な
返
済
を
図
る
た
め
、
各
独
立
行
政
法
人
に
お
い
て
、
中
期
計
画
及
び
年
度
計
画

の
策
定
、
業
務
の
効
率
的
運
営
等
を
通
じ
て
財
務
の
健
全
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
独
立
行
政
法
人
は
、
国
民
生
活
及
び
社
会
経
済
の
安
定
等
の
公
共
上
の
見
地
か
ら
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
な
事
務
及
び
事
業
を
行
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
散
は
、
業
務
の
廃
止
な
ど
の
場
合
に
、
別
に
定
め
る
法
律
に
基
づ
き
な
さ

れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
独
立
行
政
法
人
の
資
産
及
び
債
務
の
処
理
等
必
要
な
措
置
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。

一



三
及
び
四
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
に
基
づ
き
、
政
府
が
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

適
切
な
時
期
に
必
要
な
資
金
を
確
保
す
る
た
め
、独
立
行
政
法
人
が
短
期
借
入
金
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

個
別
法
に
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
長
期
借
入
金
又
は
債
券
発
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
の
債
務
の
返
済
に
当
た
り
必
要
な
資
金
の
調
達
の
時
期
や
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
独
立
行
政
法
人
の
長
及

び
各
主
務
大
臣
が
適
切
に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
債
務
の
返
済
に
当
た
り
遅
延
損
害
金
を
発
生
さ
せ
た
独
立
行
政
法
人
の
業
務
運
営
に
関
す
る
経
営
責
任
に
つ
い
て

は
、
主
務
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
及
び
総
務
省
の
政
策
評
価
・
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
よ
る
業
務
の
実
績

の
評
価
等
を
踏
ま
え
、
主
務
大
臣
に
お
い
て
適
切
に
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二


